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メーリングのビスマルク観
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る.例えば,西ドイツ版の,,Brockhaus Enzyklop云die" (Bd. 12. 1971)は,メーリングを「独
立社会民主党の代議士として,またドイツ社会民主党の歴史家として唯物史観の重要な代表者




















さて,メ-リングの最近版「ドイツ社会民主主義史」 (Geschichte der Deutschen







































































の従属国となることも出来なかったが,この「海千山千の政治家」 (I.S. 253)は, 「極

























月革命後のドイツ統一問題についても, 「せっかちな封建主義者」 (I. S. 365)ビスマルク
は「古色蒼然たる馬鹿話しをする目立った存在」 (I. S. 499)にすぎず,ビスマルク風のド
イツ帝国建設さえも, 「けちな統一」 (I. S. 689)であり,急進的な聖書批判の史家Bauer




る(E. S. 222. 397.434. 460. 615).確かにビスマルクは周知の如く「極めて実利的な現
実政策」 (I.S.450)家であったにしても,稀にみる「謀略外交」 (U.S.373)家であり,
「愚かな権力濫用」 (H. S. 518)者であり, 「生来の暴力好き」 (I. S.203)であり, 「むき
出しの暴力を頼りとし」 (II.S.549),さらに「ルイ・ナポレオンを凌ぐボナパルト的ペテ
ン師」 (n.s. 220)であって, 「反動的偏狭さ」 (II.S.648)をもって, 「新聞の買収」 (Ⅱ.
S.612)を初めとして,全ドイツのみならずスイスを中心に, 「ヨーロッパの半ばを毒して




弾圧と陰険な遣り口」 (H. S. 514)には,言語に絶するものがあり, 1878年11月28日発布の
ベルリン戒厳令は,その「卑劣さ」 (I. S. 516)の頂点を示すものであった.
しかもビスマルクは名にし負う「雄弁」 (II. S.463)家であり, 「実務家」 (II. S.489)
であり, 「実際的政治家」 (H. S. 442)であって, 1878年5月11日のHodelによる皇帝暗殺








長男(注Herbert伯.1886-90外相)に多くのことを委せてしまい」 (H. S. 657),文筆家た
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ちに,曽てメロヴィング王朝と並んでカロリング王朝があったのと同じように,ポーエ1/
ツォレルン家と並ぶ「ビスマルク王朝が存在する」 (I. S. 657)と皮肉られたことや,ビス





裏の「社会政策問題について全く無知」 (H. S. 614)であり1880年代の帝国官報による保
護並びに救済方策の発表,疾病保険,傷害保険,養老保険なども総て鎮圧法(鞭)に対する
「始」 (II. S. 583)にすぎず,ビスマルクが議会で強調した彼の社会主義は,慈善で労働者
の眼を眩ませ,もしくは宮廷の従僕をして年金を当てに従順にさせる「慈善社会主義,また
は従僕社会主義」 (Almosen-oder Lakaiensozialismus) (II. S. 115)とでも名づけるほかはな
い代物であった.彼は結局「社会問題で行きすぎをやって自滅」 (I. S.256)した男であ
り,一般に, 「封建的で野蛮な考えにうっとりとし,近代文化については何も知る処なく」
(U.S. 651),噸笑的に言うと,これは, 「確かにPuttkamer (プロイセン内相)とビスマ



























まの落ちぶれた領地だった. -I. S. 236)が,ビスマルクの指導の下にこの領地の収益
は著しく高まった. 」 (,,Bismarck" herausgegeben von Walther Stein im Jahre des hunde-




タールにおよぶ領地を所有し,ドイツ最大の地主の一人となった」 (Erich Eyck: Bismarck.
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美した処によれば,日傭い労働者は彼の領地クニ-プホ-フで,ビスマルクから見てさえ
° ° ° ° ° ° ° ° ° ° °
僅かの現物給付(...は筆者付加)と1日の賃金分-夏期には男4 Silbergroschen (注.




































た. 、 、、 、、このユンカーは彼の階級の遺産を,大いに受け継いでいた.恵まれた食
秩,無遠慮にくちばしを突っ込む意志,そしてこれと密接に関連して,歴史を観る視野の
狭さ.その眼は,商売や事業には抜け目がないくせに,民衆の生活の原動力に対してはま









以って開始された.」 (I. S. ll).しかもビスマルクは1863年秋にはラサールの労働運勤
に関連し時代遅れの教授たちと歩調を合わせて, 「大衆収奪の諸計画」 (Massenpliinde-








よくくすぐられていた.」 (II. S. 393).従って1870年代中頃,保護関税を要求する大工業
家たちは,ビスマルクを先頭とする「保護関税を要求する地主たちという巨大な同盟者を
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見出していた. 、、 、、 、保護貿易のアジテーションに政府は物分りのよい反響を示し
た.ビスマルグは大工業家であり,また大地主でもあり,この俗人に魂を吹きこんでいる
守護神は,こうして(経済恐慌のために)重大な苦境に立たされたブルジョワジ-,ユン































テンを途方もなく敏感に感じとっていた. 、 、 、 、 、ビスマルクのような才気のある政治
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た全員で否決された.) (II. S. 627).
以上は,メーリングのビスマルク観につき,彼の「ドイツ社会民主主義史」の各所に見らる
る描写を片鱗たりとも見落すことなきよう慎重な注意を払いっつ検索し,具体的にビスマルク
の人間性と言行とをまとめ上げた結果である.そこで,これを簡単に要約すれば,およそ以下
のどとくである. 1-
ビスマルクによる近代ドイツ帝国の建設は,余り意味を持たない.とはいえ,ビスマルクは
人を観る明があり,実利的現実主義的謀略政策によってドイツ連邦諸国並びに諸外国を巧妙に
凍り,プロシア国会およびドイツ帝国議会に対しては図々しく大胆に対応した.一方,すでに
青年時代領地を経営した当時借金に苦しめられながら,巧みな処置によって破産を切り抜けた
事実のなかには,農民搾取のきびしさの一面が窺われる.さらに三月革命(1848)時代の言動
に見られるように,彼は典型的なユンカーとして心底から封建的保守的思想に凝り固まった男
であり,反動的偏狭さを持った暴力好みであり,しかも出世のための遊泳術にたけ,雄弁術に
卓れていた.大南業都市フランクフルトに駐在するプロイセン使節時代(1851-59)から大規
模な資本主義的利潤追求精神にめざめ,これを実践し始めた. 1862年プロイセン首相となって
からは,ナポレオン3世を遥かに凌ぐボナパルト的ペテン師となり,彼の愛好する利潤を害な
う労働者保護のための工場法制定には絶対反対だったくせに,労働者懐柔のため普通選挙法を
実施したが目的を果たさなかった.とはいえ特に独仏戦争直後彼は大地主兼大工業家にのしあ
閉teia
しかし一方,マルクス主義的社会民主党の勢力が帝国議会の選挙毎に増大したのに対し,歴
史を観る視野が狭く,真の近代的社会政策について全く無理解などスマルクは,今や大地主,
大資本家の代表者として,大衆の先頭に立って聞こう人々を抑えつけて大衆からの収奪を確保
するという目的のために,権力を濫用し,新聞を買収し,欧州の一半にわたってのスパイ桐を
張って,社会民主党の弾圧を企てた.偶々1878年皇帝暗殺未遂事件が起ったのを口実に,卑劣
障険な遣り口で鎮圧法案を通過させ,以来彼の退官まで11カ年半にわたり峻烈苛酷な弾圧を実
施したが,全くその意図と反対の結果を招いた.思うに1880年代の彼の諸々の社会政策も鎮
圧法という鞭に対する飴にすぎず,人道主義的真情に基づくものでは全くなかった.さらに,
帝国宰相ビスマルクは俗悪な独裁者で公私を混同し,権勢欲に駆られて残酷なまでに復讐心が
根づよく,これを遂行した.特に隔健遺伝的とも言うべき経済的食欲さが,大衆に対する飽く
メーリングのビスマルク観 29
ことを知らない搾取者としての,殊に独仏戦争後はこれに加えて大地主的強欲さと資本家的利
潤追求の妄執者としての,この「天才的」大外交家の人格のなかに常に併存していた.
以上のどときメーリングのビスマルク観に対し,筆者も虚心坦懐客観的にビスマルクを考察
する時,残念ながら少なくともある程度は,明鏡に映じた否定Lがたい彼の人格の半面のビジ
ョンとしてこれを肯定せざるを得ない.従ってこの観方からすれば,彼の生まれた1815年のウ
ィーン条約以後19世紀史の舞台に際立った個人格,すなわち圧制のチャンピオン,メッテルニ
ヒ,似而自由主義の立役者ナポレオン3健および史上空前の大外交家ビスマルクという三巨頭
のうち,道徳的意味では,むしろビスマルクが最も痛烈な批判に曝さるべき人物ではないかと
思われる.
(昭和48年9月29日受理)
